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新時代のものづくり技術を
すべての人に広げる

メンバー：田中遼太[正]　松﨑大晟[副]　宮阪徹　平山晶大　阿部遥人　（3年）
                       船崎陽里　田川彩音　鷲見昴哉　（2年）
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成果報告と今後の展望

発表者：⽥中遼太
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活動目的
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活動報告
中間報告までの活動
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認知度増加のための試み

活動報告
光芒祭（10/21）
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活動報告
銀嶺祭（11/4） 工作機械を組み合わせたものづくり体験
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ものづくりの機会の
少ない子ども達が体験

�⼤��

活動報告
院内ワークショップ（1/31,2/5）with EduMed

こども��



8

ものづくり体�をしてくれた

�ども�からは

「�しかった」の声

保�者や先⽣からも、

��の�葉をもらった

ものづくり機会の
少なさ

成果及び課題
実際の数値や体験から

5月時点のフォロワー
69人

↓
126人に増加

しかし

知っても実際に
FabLab長野に来て

くれてはいない

カッティングマシン
以外の機械が使えない

認知度の増加
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運営側の
スキルアップ

今後の展望
FabLab長野を拠点としたコミュニティづくり

月１回の
ものづくりワ
ークショップ

企業や地域
との連携

より一層の
広報活動



決算報告
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これほどのご支援いただきました。

まことにありがとうございました。



終わりに
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本事業を遂行するにあたり、
信州大学教育学部並びに公益社団法人信濃教育会様
(公財)栗田病院 様　（株）礎建装 様
（株）丸冨士 様　（株）徳永電機 様
（株）新日本設計 様　（株）黒船 様
岡学園トータルデザインアカデミー 様
長野県小学校校長会様　長野県中学校校長会様
ANGELUXアカデミー様　徳田節子様
多大なるご支援を賜りました。
厚く感謝申し上げます。


